
2. 収穫時期
収穫時期は①黄褐色籾比率、②籾水分、③出穂期後積算気温の指標により総合的
に決定しましょう。
①籾の黄化程度：70％以上
②籾水分：28％～24％
③出穂期後積算気温

１．生育概況
総じて気温が高く推移しているため、出穂が平年より早く、また、収穫期が早くなる見込
みです。下表を参考に収穫予定を組んでください。

～～～気象データ（R6.5月1半旬～8月３半旬）：八幡アメダスより～～～

※八幡アメダスデータを用いた、一般的なほ場での収穫予想です（8月16日以降は平年値を使用）。
今後の天候次第では、予想が変わることもあります。

普通期水稲の収穫について
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「元気つくし」の収穫適期予想は、9月中旬頃情報を出す予定です。

収穫が適期より早すぎると、未熟粒が多くなったり米の水分量が多くなり乾燥に時間がかかる
ため、適期収穫を行いましょう。

5月28日 7月31日 8月30日～9月6日

6月4日 8月2日 9月1日～9月8日

6月10日 8月6日 9月6日～9月13日

夢つくし
850～

1050℃

品種 田植え日 出穂日
収穫期予想

（積算気温の範囲時期）

出穂期後積

算温度



トビイロウンカ、カメムシの防除について

【トビイロウンカ】
福岡県病害虫防除所の予報第５号によると、発生量は前年並、平年よりやや少ない
状況で推移しています。しかし、トビイロウンカは、使用した箱施薬剤や田植え時期によ
り、発生状況が異なります。イネの株元を観察し（８月下旬の要防除水準は1頭/株）、
下表の□で囲った時期（第２世代幼虫）を参考に防除を行いましょう。

【カメムシ類】
イネカメムシやミナミアオカメムシなどの発生が現地で確認されています。カメムシ類
の加害は出穂直後から約１ヵ月間であり、特に出穂後５～20日の加害により斑点米が
高率で発生します。この時期にカメムシ類の発生を確認したら、防除を行いましょう。

イネカメムシ（左）とイネカメムシによる不稔籾（右）
ミナミアオカメムシ（左）と斑点米（右）

注 （１）発育零点12.0℃、発育上限温度28.5℃、発育停止温度33.0℃、有効積算温度（成虫期間100.0℃・卵期
間109.4℃・幼虫期間189.4℃） （２）気温はアメダス太宰府を使用（７月28日まで実測値、以降は平年値）

（図）飛来に基づくトビイロウンカ発生予想パターン図
（令和６年７月29日作成【福岡県病害虫防除所】)

★暦に掲載されている薬剤を参考に防除を実施してください


